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We

build
strong

kids,strong
families,

strong
communities.

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、た

く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
、家

族
の

強
い
絆
、支

え
あ
う
地
域
社

会
を
築
き
ま

す
。

( 1 )

▼
キ
リ
ス
ト
教

会
で
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
前
の
4

週
間
を
待
降
節

（
ア
ド
ベ
ン

ト
）
と
呼
び
、

特
別
な
礼
拝
を

も
ち
ま
す
。
こ

の
時
期
、
必
ず

取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
母
マ

リ
ア
へ
の
「
受
胎
告
知
」
で

す
。
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
マ
リ

ア
に
「
あ
な
た
は
身
ご
も
っ
て

男
の
子
を
産
む
が
、
そ
の
子
を

イ
エ
ス
（
主
は
救
い
と
い
う
意

味
）
と
名
づ
け
な
さ
い
」
と
告

げ
ま
す
（
『
ル
カ
福
音
書
』
1

章
25
～
38
節
）
。
フ
ラ
・
ア
ン

ジ
ェ
リ
コ
を
は
じ
め
、
ダ
・
ヴ

ィ
ン
チ
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
、

エ
ル
・
グ
レ
コ
な
ど
多
く
の
画

家
が
こ
の
主
題
で
作
品
を
残
し

て
い
ま
す
▼
マ
リ
ア
が
応
え
た

言
葉
「
お
言
葉
ど
お
り
、
こ
の

身
に
成
り
ま
す
よ
う
に
。
」
の

最
初
の
言
葉
が
「L

e
t

i
t

b
e

」
で
す
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
代
表
的
な

ナ
ン
バ
ー
で
、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ

カ
ー
ト
ニ
ー
の
詩
は
、
明
ら
か

に
こ
の
場
面
を
う
た
っ
た
も
の

で
す
。
日
本
語
で
は
「
み
こ
こ

ろ
の
ま
ま
に
」
と
な
る
で
し
ょ

う
か
▼
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
不
登

校

児

の

た

め

の

居

場

所

「l
i
b
y

」
は
「L

e
t

i
t

リ

ビ

ー

b
e

i
n

t
h
e

Y
M
C
A

」
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
僕

は
こ
れ
を
今
ま
で
「
自
由
に
自

分
の
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
や

っ
て
み
よ
う
」
「
な
る
よ
う
に

な
る
」
（
ケ
・
セ
ラ
セ
ラ
）
と

い
う
意
味
で
理
解
し
て
い
ま
し

た
▼
「
心
」
は
神
様
の
「
み
こ

こ
ろ
」
だ
っ
た
わ
け
で
、
そ
こ

に
こ
ん
な
深
い
意
味
が
あ
っ
た

と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ク

リ
ス
マ
ス
は
す
べ
て
の
苦
し
ん

で
い
る
人
に
や
っ
て
き
ま
す
。

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！

（
医
療
福
祉
専
門
学
校
講
師
／

l
i
b
y

運
営
委
員

武
田
利
邦
）
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東京ＹＭＣＡの使命
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって
示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少
年の精神、知性、身体の全人的成長を願い、
地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつく
るための運動を展開する。
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祈
り
と
は
、
人
間
を
超
え
た
存
在
と
の
対
話
で
あ
る
。

日
本
で
は
延
９
千
万
人
が
初
詣
に
行
く
と
い
わ
れ
る
。
家
内
安
全
や
商

売
繁
盛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
祈
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
そ
れ

は
、
「
お
願
い
」
で
あ
っ
て
本
質
的
な
「
祈
り
」
と
は
違
う
。
本
質
的
な

祈
り
と
は
、
人
間
が
い
か
に
小
さ
く
弱
い
存
在
か
を
覚
え
る
こ
と
。
人
間

を
超
え
た
偉
大
な
存
在
が
あ
る
こ
と
を
覚
え
続
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。

ユ
ダ
ヤ
教
に
は
キ
ッ
パ
と
い
う
帽
子
が
あ
る
。
寺
院
に
入
る
と
き
に
は

誰
も
が
そ
れ
を
か
ぶ
る
。
偉
大
な
る
存
在
が
頭
上
に
い
る
か
ら
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
、
ど
ん
な
に
偉
い
人
で
も
毎
週
金
曜
日
に
は
モ
ス
ク
で

背
中
を
丸
め
、
額
づ
い
て
祈
る
。
そ
う
や
っ
て
、
体
中
で
人
間
の
小
さ
さ

を
覚
え
続
け
て
い
る
。

ペ
ル
ー
に
は
、
標
高
５
６
０
０
ｍ
の
ア
ン
デ
ス
山
上
で
行
わ
れ
る
カ
ト

リ
ッ
ク
の
お
祭
り
が
あ
る
。
毎
年
１
～
２
人
は
氷
河
か
ら
落
ち
て
死
ぬ
よ

う
な
山
頂
に
、
十
字
架
を
持
っ
て
登
り
、
祈
る
。
人
は
そ
こ
で
、
人
間
を

超
え
た
存
在
が
あ
る
こ
と
を
身
体
に
し
み
こ
ま
せ
て
、
祈
っ
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
の
寺
院
は
、
人
間
が
立
ち
入
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
孤
高

の
地
に
あ
る
。
氷
点
下
10
度
、
空
気
が
薄
く
て
凛
と
し
て
い
る
。
自
ず
と

祈
り
た
く
な
る
。
こ
う
い
う
所
で
宗
教
が
生
ま
れ
た
と
実
感
す
る
。

日
本
で
は
古
来
、
手
つ
か
ず
の
森
に
人
間
を
超
え
た
存
在
を
感
じ
、
畏

怖
・
畏
敬
の
対
象
と
し
て
守
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
闇
が
あ
り
、
カ
ミ

（
神
、
神
々
、
妖
怪
、
も
の
の
け
な
ど
）
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

今
で
も
神
社
仏
閣
の
周
辺
は
、
ス
ギ
の
植
林
地
帯
に
な
ら
ず
に
、
本
来
の

雑
木
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
神
社
仏
閣
に
は
、
余
分
な
空
間
が
多

い
。
伊
勢
神
宮
、
厳
島
神
社
の
千
畳
閣
な
ど
に
は
、
現
代
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
は
な
い
非
合
理
的
な
空
間
が
あ
る
。
そ
の
暗
闇
や
空
間
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
間
は
慎
み
を
も
ち
、
「
カ
ミ
」
が
い
る
こ
と
を
知
る
。

私
は
10
月
に
２
週
間
、
四
国
の
山
々
を
歩
い
た
。
か
つ
て
修
験
者
が
歩

い
た
道
は
、
ケ
ガ
を
し
て
も
病
気
に
な
っ
て
も
救
助
が
来
る
よ
う
な
所
で

は
な
い
か
ら
、
自
ず
と
死
を
覚
悟
す
る
こ
と
に
な
る
。
地
図
上
の
道
が
ヤ

ブ
で
塞
が
っ
て
い
る
だ
け
で
簡
単
に
パ
ニ
ッ
ク
を
お
こ
す
。
方
位
磁
針
が

狂
っ
て
遭
難
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
調
理
器
具
も
持
た
ず
、
川
の
水
を
飲

み
、
足
の
マ
メ
を
つ
ぶ
し
な
が
ら
歩
く
。
日
が
暮
れ
る
と
、
暗
闇
が
襲
っ

て
く
る
。
一
寸
先
も
見
え
な
い
暗
闇
は
本
当
に
怖
い
。
疲
れ
て
い
る
と
簡

単
に
幻
聴
や
幻
覚
を
見
る
。
た
く
さ
ん
の
赤
い
目
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
る

と
思
っ
た
ら
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
群
れ
だ
っ
た
。
人
間
が
い
か
に
弱
い

生
き
物
で
あ
る
か
は
、
自
然
の
中
に
身
を
置
く
と
実
感
で
き
る
。

暗
闇
の
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
夜
の
山
道
を
歩
く
私
に
と
っ
て
、
ラ
イ

ト
の
光
は
、
「
希
望
」
や
「
理
想
」
「
神
」
の
メ
タ
フ
ァ
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。
自
分
が
一
歩
前
に
進
む
と
光
も
一
歩
前
に
進
む
。
私
は
い

つ
ま
で
も
そ
れ
に
追
い
つ
く
こ
と
は
な
く
、
ま
た
ラ
イ
ト
を
消
す
と
す
ぐ

に
方
向
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。
私
は
写
真
家
な
の
で
、
光
と
闇
を
見
続
け

て
き
た
。
暗
闇
の
中
に
光
が
差
す
。
光
が
あ
る
か
ら
素
晴
ら
し
く
み
え

る
。
闇
だ
け
で
も
光
だ
け
で
も
社
会
は
お
か
し
く
な
る
。

私
が
何
回
も
行
き
続
け
て
い
る
場
所
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ラ
ダ
ッ
ク
と
い

う
村
が
あ
る
。
道
中
、
崖
の
谷
間
を
通
り
、
凍
っ
た
イ
ン
ダ
ス
川
の
氷
上

を
行
く
。
時
々
氷
は
割
れ
る
の
で
水
の
中
を
歩
く
。
日
本
人
な
ら
当
然
、

橋
を
作
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
広
大
で
あ
り
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
覆
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
自
然
は
変
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
自
然

の
ル
ー
ル
に
従
う
し
か
な
い
。

ラ
ダ
ッ
ク
の
村
で
は
冬
期
、
わ
ず
か
な
時
間
し
か
電
気
が
使
え
な
い
。

川
の
水
が
凍
っ
て
水
力
発
電
が
使
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
水
道
も
な
く
、

往
復
１
時
間
歩
い
て
水
を
く
む
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
代
わ
り
に
牛

糞
が
使
わ
れ
て
い
る
。
停
電
も
当
た
り
前
で
、
家
屋
は
電
気
が
な
い
こ
と

が
前
提
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
光
が
入
っ
て
く
る
居
間
に
家
族

み
ん
な
が
集
ま
っ
て
暮
ら
す
。

町
の
暮
ら
し
に
あ
こ
が
れ
る
若
者
も
い
る
。
し
か
し
こ
こ
は
宗
教
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
欲
望
が
規
制
さ
れ
て
き
た
。
も
う
こ
れ
以
上

持
た
な
く
て
も
い
い
と
い
う
取
り
決
め
が
住
民
同
士
で
作
ら
れ
て
い
る
。

本
当
に
必
要
な
も
の
は
何
か
と
考
え
る
。
そ
の
方
が
日
本
よ
り
先
進
的
な

の
で
は
な
い
か
、
と
今
は
思
う
。

私
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
３
．
11
ま
で
は
原
発
を
容
認
し
て
い
た
。
私
た

ち
の
科
学
技
術
は
優
れ
て
い
る
と
信
じ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
が
原
発
の

暴
走
に
よ
り
、
幻
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
私
が
講
演
会
な
ど
で
こ

の
話
を
す
る
と
、
よ
く
怒
ら
れ
る
。
「
原
発
が
な
け
れ
ば
経
済
が
維
持
で

き
な
い
」
と
。
確
か
に
今
も
不
況
で
苦
し
い
。
け
れ
ど
も
、
日
本
は
ま
だ

世
界
で
３
番
目
に
豊
か
で
あ
り
、
世
界
70
億
人
の
人
々
が
日
本
と
同
じ
生

活
を
送
る
と
、
地
球
は
２
．
３
個
必
要
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
い
つ
も
明
る
く
合
理
的
な
空
間
の
中
で
、
祈
り
を
忘
れ
、

人
間
が
一
番
偉
い
と
思
い
あ
が
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
自

分
た
ち
の
立
つ
地
上
さ
え
破
壊
し
て
い
る
。
こ
れ
は
愚
行
で
あ
り
、
進
歩

で
は
な
い
。
人
間
が
万
能
で
は
な
い
こ
と
を
覚
え
、
日
常
的
に
祈
る
と

き
、
行
動
に
は
慎
み
が
生
ま
れ
る
と
感
じ
て
い
る
。

（
編
集

広
報
室
）

ひたすら祈り続ける
3・11後の生き方を思索

1962年生まれ。世界140カ国を

取材し、「紛争」「地球環境」

などを機軸に、独自の切り口

で「文明論」を展開。第32回

太陽賞受賞。恵泉女学園大学

客員教授。著書に『妻と最期

の十日間』（集英社新書）、

『希望の大地』（岩波書店）など多数。「多摩市

循環型エネルギー協議会」会長など、様々な地域

活動にかかわっている。

桃井 和馬 さん

写真家・ノンフィクション作家

＊11月20日の東京ＹＭＣＡ午餐会で、桃井和馬
さんから世界各地の写真とともに講演いただ
きました。以下に要約をご紹介します。

「電気がない世界」がフェルメールを生んだのだとこの場所で知った。
ザンスカール インド （撮影：桃井和馬）

「
日
本
の
森
」
（
撮
影：

桃
井
和
馬
）
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「東京ＹＭＣＡ100年の歴史は、継承と変革と

の連鎖であった。蝉が殻を抜け、蝶がさなぎから

出て飛び立つような蛻変（ぜいへん）を重ねて、

今日の東京ＹＭＣＡがある。蝶は毛虫として生

き、やがてかたちを変えてサナギとなり、成虫に

なって舞い飛んでゆく。その姿かたちを変えるど

の時点でも、蝶は蝶としての「いのち」を保って

いる。蝶や蝉などに見るこのような変化を蛻変と

いう。ＹＭＣＡは、時代にふさわしく蛻変を重ね

る中で、1880年創立時に立てた使命をゆるがすこ

となく果たし続けているのである。お手許の資料

は、1980年2月、私が『東京キリスト教青年会百

年史』の執筆を終えた直後に書いた機関紙『東京

青年』の論壇である。ここに書かれた「ＹＭＣＡ

のいのち」の継承は、今も私の思いであって変わ

るところはない。

■ 発会～戦時中の「会員」■

東京ＹＭＣＡの「会員」とは誰を指すか、とい

うこともまた蛻変を重ねてきた。「会員」とは

「個人が、その団体にどのように関わるかを示す

〈かたち〉」のことである。1888年、東京ＹＭＣ

Ａが東京「基督教徒」青年会と名乗って発会した

当時は、「年齢16年以上の青年にして福音主義教

会の善良なる信徒」、つまり16歳以上の男子クリ

スチャンのみを正会員としていた。諸活動参加者

は男子に限られていた。時代が移って女子を活動

に加えたが、体育館の場合、始めはスクエアダン

スと卓球に限るものであった。1950年のことであ

った。52年には、キリスト者ではない男子（準会

員）と女子会員（会則では「会友」とされた）

も、総会に出席して議決に加わる権限が認められ

た。当時の20歳代キリスト者のグループ「ヨハネ

会」がこの変革を推進した。59年には、少年部で

女子中学生の活動参加も受入れるようになった。

アジア・太平洋戦争下の1940年には、宗教団体

法によってキリスト教各派が「日本基督教団」に

まとめられたが、ＹＭＣＡは国内の各ＹＭＣＡが

ひとつの「日本ＹＭＣＡ」となって日本基督教団

に付属することとなった。そうすることによって

ＹＭＣＡの「いのち」を守ったのであった。ここ

にも蛻変を見る。

アジア・太平洋戦争直後に、新聞の三行広告

で、広く会員を募集したことがあった。「活動参

加者募集」であった。神田会館が日本占領の米軍

に接収されていた時代だが、私はこの広告を見て

1946年に入会し、その２年後には職員になった。

都職員からの転職であったが、その決心をさせた

背後には、「神の召命を受けてＹＭＣＡの働きに

献身する」という熱い思いがあった。その頃は、

会員活動の現場には、会員に「召命」を促すほど

の精神的気配が満ちていた。

■戦後～現在 変わらぬ基盤■

1950年代の初め、東京ＹＭＣＡは「大東京方

式」を唱えて「ブランチ」を設け、それまで神田

だけだった活動拠点を首都圏内各地にまで広げ

た。これにより、都内はもとより、それぞれの地

域ならではの特性をもったＹＭＣＡ活動が実施さ

れるようになった。また、若い会員有志は全国規

模の「レイリーダー協議会」を設けて広く会員

（レイマンと呼ばれる）の運営参画を促した。初

めは参加者だった者が、関わりを深める中で自然

に「参画者」「運営者」へと変わっていったので

ある。

そして昨年、東京ＹＭＣＡは、会員とは「会員

活動を維持し、担う者」と定めなおした。

会員として諸活動の運営に参画するばかりではな

く、会費を納入することによって東京ＹＭＣＡの

維持発展に寄与することの大切さを意識するため

であった。会員募集とは、会員数の増加と、会費

額の増額をも図るものである。本日配布の資料の

中に、1937年の会員募集運動の写真がある。今日

の出席者の父上が数人写っている。ＹＭＣＡは、

世代を繋ぐ会員としてのかかわりを実践している

団体である。1975年の写真には、目標485人に対

して517人の新入会員が集められたことや、新入

会員に、国際ギデオン協会からの新約聖書贈呈を

慣わしとした様子が記録されている。

蛻変を繰り返しながら守り続けてきた「使

命」、すなわち東京ＹＭＣＡが拠って立つ基盤

は、「福音」を証しする業をすすめることであ

る。この継承すべきいのちを正しく受け継ぐため

に、変革をためらわずに、会員を増やし、力をつ

けて、この団体が続くことを願う。

ＹＭＣＡの会員理解

「蛻変を重ねた歩みの中で協同する会員」
ぜ いへん

齊藤 實

基調講演

さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
こ
の

一
年
間
で
ど
う
取
り
組
ま
れ
て

き
た
か
、
資
料
に
基
づ
き
報
告

さ
れ
た
（
左
枠
参
照
）
。
会
員

増
強
の
必
要
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
の
協
議
会
で
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
以
後
、
会
員
増
強
委

員
会
を
組
織
。
今
年
11
月
～
12

月
に
『
会
員
募
集
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
』
を
実
施
し
、
現
在
８
０
０

人
の
会
員
を
１
０
０
０
人
に
増

や
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

会
員
部
職
員
の
戸
坂
昇
子
氏
か

ら
は
、
そ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
に
つ

い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

午
後
は
４
つ
の
分
団
に
分
か

れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
も
た

れ
た
。
各
分
団
の
協
議
概
要
は

以
下
の
と
お
り
。
各
自
が
関
心

の
あ
る
テ
ー
マ
を
選
択
し
、
１

時
間
半
に
わ
た
っ
て
協
議
し
、

発
表
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
確
認
し

合
い
、
共
に
『
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

歌
』
を
歌
っ
て
閉
会
し
た
。

（
広
報
室
）

下
枠
参
照
）
。
齊
藤
氏
は
、
１

９
４
６
年
に
会
員
と
な
っ
て
以

来
60
年
以
上
に
わ
た
っ
て
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
奉
仕
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
１
３

０
年
史
と
１
０
０
年
史
の
執
筆

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の

歴
史
的
変
遷
と
そ
の
中
で
変
わ

ら
ず
継
承
さ
れ
て
き
た
基
盤
・

使
命
に
つ
い
て
、
詳
細
な
資
料

を
も
と
に
説
明
く
だ
さ
っ
た
。

続
い
て
会
員
部
運
営
委
員
長

の
笈
川
光
郎
氏
か
ら
、
昨
年
度

の
ソ
シ
ア
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
出

今
、
改
め
て
「
会
員
」
増
強
を
問
う

会
員
協
議
会
「
ソ
シ
ア
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
協
議
会

「
ソ
シ
ア
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

11
月
17
日
（
土
）
10
時
半
～
16

時
、
東
陽
町
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

『
子
ど
も
の
い
の
ち
を
守
り

ユ
ー
ス
を
育
て
る
た
め
に
』
で

あ
り
、
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
合
わ

せ
て
46
人
が
参
加
し
た
。

開
会
礼
拝
の
後
、
齊
藤
實
氏

（
元
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
副
総
主

事
）
か
ら
、
『
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会

員
理
解
』
と
題
し
、
約
40
分
の

基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
（
＝

現在の会員数は約800人だが、年度内に200人増やして1000人

にし、会員の層を暑くしたい。

◆まずは、ＹＭＣＡにかかわりがある人を対象として募集し

ていく。リーダーＯＢ、野尻学荘や少年部のＯＢ、卒業

生、プログラム参加者などの名簿を整理しつつある。

◆会員が集えるプログラムがもっとあると良い。会員になっ

ても仲間作りの場が限られている。

◆心の糧となるような講演会などがもっとあるとよい。

◆会員となるメリットは、物質的なものではない。誰かを支

えることで精神的な満足感や喜びがもたらされることをア

ピールしてはどうか。

【会員増強の方策】

会員募集をしても、会員活動が活発でなければ、会員は継

続していかない。コミュニティーの会員活動が会員増強の

本流である。

◆現在、各コミュニティーセンターで行われている行事は

内向きな傾向にあるが、たとえばバザーの収益をＹＭＣ

Ａ外の活動に寄付するなど、地域・社会に出て行く必要

があるのではないか。

◆職員の中にも「ＹＭＣＡ運動」に触れる機会の少ない人

もいる。たとえば震災支援活動など、もっと行事に参加

させてはどうか。

◆活動したい人が手を挙げて活動していける場が欲しい。

やる気の受け入れ体制が必要。

ＹＭＣＡ運動の原点は、ユースの育成支援にある。

◆学生は、アルバイトなどで忙しいが、リーダーズフォーラ

ムなどの機会を増やしたり、ワイズメンズクラブとの交流

を増やしたりして、育てていきたい。

◆社会人リーダーの登用も考えるべきである。

◆フェイスブックなどソーシャルメディアの活用も有効だ

が、育成のためには人格的接触、ふれあいが必要になる。

◆キャンプ以外にもチャンスを与えるなど、「成長」の視点

を大切にしなければならない。

昨年度作成された「ＦＤ（ファンドディベロップメント）委

員会 答申書」をもとに、”ＹＭＣＡファン”を増やしていく

方法などを話し合った。

◆公益財団法人として「いいことをやっている」と、会員・

職員全員が使命感と自信をもって活動することが大切であ

る。そして活動の魅力をあらゆる手段で広報していく。

◆企業には仲介者をとおして訪問し、どんな社会貢献をして

いるか明確にアピールする必要がある。

◆やりがいと魅力ある活動がアピールできれば、やる気のあ

るユース、会員も集まってくる。

◆現状は、企業へアプローチするにも、ＨＰなど広報ツール

を活用するにも、スタッフが足りず十分ではない。もっと

ボランティアを活用してはどうか。

【コミュニティーの会員活動】

【ユースの育成】

【ＦＤ戦略】

昨年度出された課題

●会員制度の見直し

●会員大会の持ち方を工夫

●会員になっていない職員、リ

ーダーOB、卒業生などへのア

プローチの必要

●広報の工夫

昨年度の会員協議会で出された課題と その後の取り組み （部分抜粋）

その後の取り組み

⇒永年会員制度の導入。会則上の会員の定義変更。

⇒財政状況についても開示し説明をした。また、音

訳ボランティアから会員になったメンバーにバン

ド演奏をしていただいた。

⇒ 会員増強委員会を設置して検討を重ねている。

11～12月に会員募集キャンペーンを実施。新しい

会員募集パンフレットを作成した。

⇒ チャリティーランのホームページなどを刷新し

た。一般向けメルマガ配信も準備中。

分団１

分団２

分団３

分団４

元東京ＹＭＣＡ副総主事



東 京 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ( 3 ) 第701号２０１２年１２月１０日

伊藤 剛士

ＹＭＣＡ石巻支援センター

vol.７

11
月
１
日
か
ら
５
日
ま

で
、
「
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
2
研
修
（
主
事
養

成
研
修
）
」
に
参
加
中
の
全

国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
ら

10
人
が
、
宮
古
市
・
仙
台
市

・
石
巻
市
の
被
災
地
に
あ

る
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
、
被
災
地
視
察
・
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
お

よ
び
座
学
を
行
い
、
被
災
地

の
現
状
と
被
災
地
に
あ
る
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
ま
し
た
。
石
巻
支

援
セ
ン
タ
ー
に
は
11
月
4
、

5
日
に
訪
れ
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ス
タ
ッ
フ
2
人
が
研
修
を

担
当
し
ま
し
た
。

石
巻
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
定
例
的
に
行
な
っ
て
い

る
女
川
仮
設
団
地
子
ど
も
遊

び
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
研
修
生
か

ら
は
「
身
体
的
接
触
を
求
め

て
く
る
子
ど
も
が
多
か
っ

た
」
「
子
ど
も
達
は
総
じ
て

明
る
い
が
、
日
ご
ろ
の
ス
ト

レ
ス
の
裏
返
し
と
も
取
れ
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
た

感
想
や
、
ま
た
、
「
石
巻
で

の
活
動
、
思
い
、
課
題
を
ど

れ
だ
け
全
国
の
仲
間
が
共
有

で
き
る
か
」
「
そ
の
た
め
に

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
全
体
へ
、
全

国
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
へ
と
、
も
っ

と
発
信
で
き
る
仕
掛
け
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
な

い
か
」
と
い
っ
た
提
言
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
単
な
る

被
災
地
視
察
や
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
参
加
だ
け
で
は
な
く
、

「
も
し
、
全
国
の
各
地
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
が
被
災
し
た
り
、
災

害
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
の
た
め
に
、
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
ど
う
備
え
て
お

く
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
、
研
究
生
と
受
入
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
が
事
前
に
共
有
し
、
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
東
日

本
大
震
災
で
「
被
災
」
を
し

た
仙
台
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
研
修

で
は
、
震
災
当
日
に
会
館
・

保
育
園
・
専
門
学
校
に
い
た

方
々
や
近
隣
住
民
の
避
難
対

応
、

安
否
確
認
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
会
館
が
避
難
所
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
生
々
し
い
体
験

談
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
「
大
災
害
は
繰
り

返
し
起
こ
る
意
識
を
持
つ
こ

と
」
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
避
難
所

に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

取
り
組
み
」
「
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
全
て
停
止
し
た
こ
と
を

想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
タ
ッ
フ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
決
意
の
共

有
」
等
が
必
要
だ
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
誰

に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
「
ま

た
」
の
機
会
に
備
え
て
、
今

回
の
震
災
の
学
び
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
無
く
、
今
後
に
備

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「
わ
た
し
は
、
あ
な
た
が

た
も
こ
の
よ
う
に
働
い
て
、

弱
い
者
を
助
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
ま
た
『
受
け

る
よ
り
は
与
え
る
方
が
、
さ

い
わ
い
で
あ
る
』
と
言
わ
れ

た
主
イ
エ
ス
の
言
葉
を
記
憶

し
て
い
る
べ
き
こ
と
を
、
万

事
に
つ
い
て
教
え
示
し
た
の

で
あ
る
」（
新
約
聖
書
（
口
語

訳
）
使
徒
行
伝
20
章
35
節
）

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
石
巻
セ

ン
タ
ー
の
活
動
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
世
間
で
は
、
そ
ろ

そ
ろ
震
災
の
記
憶
が
風
化
し

始
め
て
い
ま
す
が
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員
・
職
員
は
相

変
わ
ら
ず
石
巻
に
通
い
、
歌

の
会
、
子
ど
も
の
学
習
指

導
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
、
子

ど
も
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
活
動
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
ま
た
放
射
能
に
さ
ら
さ

れ
気
持
ち
の
休
ま
る
こ
と
の

な
い
福
島
の
子
ど
も
達
や
御

家
族
を
、
企
業
の
財
政
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
妙
高

高
原
ロ
ッ
ジ
や
山
中
湖
セ
ン

タ
ー
へ
と
お
迎
え
し
て
、
安

心
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
会
員
も
職
員
も

人
の
た
め
に
役
立
つ
機
会
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
も
12
月
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
季
節
で
す
。
毎
年
や
っ

て
く
る
こ
の
季
節
に
思
う
こ

と
は
、
聖
書
に
あ
る
よ
う
に

「
受
け
る
よ
り
は
与
え
る
方

が
幸
い
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
私
た
ち
の
生
（
い

の
ち
）
は
そ
の
た
め
に
神
様

か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
言
い
換
え
れ
ば
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
こ
そ
生
き
て
い

る
こ
と
の
証
明
が
出
来
る
の

で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
イ
エ

ス
様
の
生
涯
を
通
し
て
与
え

る
・
仕
え
る
喜
び
を
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
神
様
が
私
た
ち

に
そ
の
一
人
子
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
時

を
今
年
も
共
に
祝
い
ま
し
ょ

う
。
ク
リ
ス
マ
ス
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
恵

ま
れ
た
新
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。

（
総
主
事

廣
田
光
司
）

与
え
る
方
が
幸
い
で
あ
る

す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い

11
月
18
日
（
日
）
、
し
の
の

め
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
こ
ど
も
園
を
会
場

に
第
7
回
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
、
70
人
の
方
に
参

加
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
共
食
（
き
ょ
う
し
ょ

く
）
」
。
家
族
が
ば

ら
ば
ら
に
一
人
ず
つ

食

事

を

と

る

「

孤

食
」
の
家
庭
が
増
え

て
い
る
現
代
に
お
い

て
、
家
族
と
食
を
共

に
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
、
女
子
栄
養
大

学
名
誉
教
授
の
足
立
己
幸
先
生

に
お
話
い
た
だ
い
た
。

今
回
は
主
に
乳
幼
児
の
子
ど

も
を
も
つ
保
護
者
の
参
加
が
多

く
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
東
雲
・
豊

洲
エ
リ
ア
の
現
状
を
良
く
反
映

し
て
い
る
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
栄
養
だ
け
を
大
切
に
考
え
て

い
た
が
、
食
事
を
楽
し
む
こ
と

の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
。
」

「
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
だ
け
で

世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
／
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
合
同
祈
祷
会

「
暴
力
に
勝
利
は
な
い
」

11
月
15
日
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

・
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
・
在
日
本
韓

国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
合
同
の
祈
祷
会
が

御
茶
ノ
水
の
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は

57
人
で
、
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
暴
力
に
勝
利
は
な
い
」
だ
っ

た
。会

の
始
め
に
、
全
国
総
主
事

会
議
で
提
示
さ
れ
た
「
東
北
ア

ジ
ア
の
平
和
の
祈
り
」
を
全
員

で
読
み
上
げ
た
。
昨
今
、
領
土

を
め
ぐ
る
問
題
で
国
家
間
の
緊

張
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
武
力

や
暴
力
で
は
な
く
、
対
話
に
よ

る
解
決
の
み
が
平
和
を
作
り
出

す
こ
と
を
確
認
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
小
さ
い
も

の
へ
の
働
き
」
と
題
し
て
、
大

津
恵
子
氏
よ
り
お
話
い
た
だ
い

た
。
大
津
氏
は
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
婦
人
矯
風
会
理
事
で
あ

り
、
ま
た
女
性
の
家
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ

運
営
委
員
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
元
委

員
、
人
身
売
買
禁
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
共
同
代
表
、
移
住
労
働
者

と
連
携
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
共
同
代
表
な
ど
、
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
外
国
籍
の
労

働
者
が
い
か
に
差
別
さ
れ
偏
見

を
持
っ
て
扱
わ
れ
て
き
た
か
、

ま
た
そ
こ
に
関
わ
る
大
津
氏
の

献
身
的
な
働
き
に
出
席
者
一
同

感
銘
を
受
け
た
。
そ
の
後
献
金

は
「
難
民
・
移
住
労
働
者
問
題

キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
」
の
た
め

に
捧
げ
ら
れ
た
。

懇
親
会
は
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の

内
山
佳
子
氏
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
挨
拶
を
皮
切
り
に
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
勝
田
正
佳
氏
に
よ
る

食
前
感
謝
、
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
の
徐
鍾
煥
氏
の
乾
杯
か
ら

始
ま
っ
た
。
途
中
各
Ｙ
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、

ま
た
「
き
み
は
愛
さ
れ
る
た
め

に
生
ま
れ
た
」
と
い
う
心
に
残

る
歌
を
全
員
で
合
唱
し
た
。

閉
会
に
際
し
、
在
日
本
韓
国

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
申
鉉
錫
氏
よ
り
改

め
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が

弱
者
の
た
め
に
あ
る
団
体
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
ま
ず
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
力

強
い
祈
祷
で
幕
を
閉
じ
た
。

（
財
務
部

菅
谷

淳
）

親
と
子
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

450
人
来
場

玉
川
聖
学
院
ホ
ー
ル
で

東アジアの平和を願って
ソウルで ＹＭＣＡ指導者協議会

第
18
回
ソ
ウ
ル
・
台
北
・
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
指
導
者
協
議
会

（
Ｓ
Ｔ
Ｔ
）
が
ソ
ウ
ル
に
て
11

月
23
日
か
ら
26
日
、
40
人
の
参

加
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
。
２
年

に
1
回
持
ち
回
り
に
て
開
催
さ

れ
て
い
る
。
本
会
よ
り
は
勝
田

正
佳
評
議
員
会
会
長
、
学
校
法

人
徳
久
俊
彦
理
事
長
、
廣
田
光

司
総
主
事
ら
９
人
の
参
加
で
あ

っ
た
。

歓
迎
会
に
お
い
て
勝
田
氏
よ

り
両
国
か
ら
の
東
日
本
大
震
災

支
援
の
御
礼
が
述
べ
ら
れ
、
共

に
い
つ
如
何
な
る
と
き
も
東
ア

ジ
ア
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
交
流

を
深
め
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
３
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
現

況
報
告
、
そ
し
て
、
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境

問
題
の
解
決
に
む
け
て
」
と
題

11
月
10
日
（
土
）
、
玉
川
聖

学
院
谷
口
ホ
ー
ル
で
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
主
催
「
０
歳
か
ら
の
親
と
子

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
約
４
５
０
人
の

親
子
が
来
場
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
本
物
の
音
楽
を
聴
か
せ
た

い
と
い
う
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
の
思
い
と
当
時
の
保
護

者
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
泉
博
子
さ

ん
の
思
い
が
合
致
し
始
ま
っ
た

コ
ン
サ
ー
ト
も
今
年
で
５
回
目

に
な
る
。
今
回
は
泉
博
子
さ
ん

は
じ
め
、
世
界
的
に
活
躍
す
る

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
駒
井
ゆ
り
子
さ

ん
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
村
上
公

太
さ
ん
に
よ
る
秋
ら
し
い
芸
術

的
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

我
が
家
も
０
歳
か
ら
チ
ャ
イ

ル
ド
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話

に
な
り
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
鑑
賞
し
、
園
児
20
人
の
小

さ
い
保
育
園
が
こ
ん
な
に
高
い

志
を
も
っ
て
、
こ
ん
な
に
大
き

く
す
ば
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
で
き
る
こ
と
に
感
動
し

た
。
開
催
に
携
わ
り
も
っ
と
多

く
の
人
に
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、

以
来
２
年
間
実
行
委
員
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
今
年
の
委
員

会
で
の
議
論
の
中
心
は
「
観
客

の
マ
ナ
ー
」
。
た
と
え
幼
児
で

あ
っ
て
も
音
楽
を
静
か
に
聴
く

姿
勢
を
学
ぶ
場
に
し
た
い
と
委

員
全
員
が
意
見
を
出
し
合
い
、

出
演
者
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
当
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
親

子
で
楽
し
み
な
が
ら
も
、
聴
く

姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
何
よ
り
出
演
者
の
方
の

動
き
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
演
出

と
み
ん
な
で
歌
っ
た
ハ
レ
ル
ヤ

の
合
唱
で
小
さ
い
子
ど
も
も
飽

き
る
こ
と
な
く
、
ス
テ
ー
ジ
と

観
客
が
一
体
と
な
っ
た
素
敵
な

コ
ン
サ
ー
ト
に
な
っ
た
。

地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
毎
年

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
刻

ま
れ
る
す
ば
ら
し
い
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
で
き
る
こ
と
を
保
護

者
の
一
人
と
し
て
誇
り
に
思

う
。
今
後
も
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
地
域
に
根
付
き
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
大
き
く
成
長

し
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
最
後
に
開
催
に
際
し
会
場

を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
玉
川
聖

学
院
様
、
協
賛
い
た
だ
い
た
団

体
の
皆
様
は
じ
め
協
力
下
さ
っ

た
皆
様
、
そ
し
て
ご
尽
力
下
さ

っ
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆

様
に
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を

表
し
た
い
。

（
実
行
委
員
・
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
在
園
児
保
護
者

伊
東
裕
子

）

し
て
ソ
ウ
ル
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
委

員
で
、
韓
国
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
グ
リ
ー

ン
ア
ジ
ア
」
の
総
主
事
で
も
あ

るO
h

,K
i

C
h
u
i

氏
よ
り
主

題
講
演
が
行
わ
れ
た
。
２
日
目

は
、
公
州
・
扶
余
地
域
の
百
済

文
化
に
触
れ
る
小
旅
行
が
組
み

「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に

込
ま
れ
、
日
本
文
化
の
１
つ
の

ル
ー
ツ
を
見
る
よ
う
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
ソ
ウ
ル
タ
ワ
ー
の

下
に
あ
る
「
安
重
根
記
念
館
」

を
訪
ね
、
歴
史
認
識
の
重
さ
を

感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
３
日

目
朝
礼
拝
で
は
徳
久
氏
よ
り

「
人
生
に
於
け
る
決
断
」
と
題

す
る
奨
励
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

Ｓ
Ｔ
Ｔ
の
交
流
の
積
み
重
ね

が
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
へ
寄
与

す
る
１
つ
で
あ
る
こ
と
を
確
信

す
る
時
と
な
っ
た
。

（
本
部
事
務
局

本
田
真
也
）

な
く
、
お
手
伝
い
や
食
に
関
わ

る
す
べ
て
の
こ
と
が
〝
共
食
〟

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
早

速
、
今
日
の
食
卓
か
ら
携
帯
を

無
く
し
ま
す
」
な
ど
の
声
を
い

た
だ
い
た
。

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委

員
会
で
は
、
会
員
と
職
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
そ
の
時
々
に
求

め
ら
れ
て
い
る
テ
ー
マ
を
探

り
、
講
演
会
を
継
続
し
て
開
催

し
て
き
た
。
今
後
も
様
々
な
テ

ー
マ
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
主
張
を
広
く
社
会

に
発
信
し
続
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

主
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
企

業
、
団
体
か
ら
の
協
賛
金
に
よ

っ
て
開
催
で
き
て
い
る
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

（
グ
ラ
ン
チ
ャ
東
雲沖

利
柯
）

２
０
１
２
年
度

祈
祷
テ
ー
マ

子育て講演会

第
7
回
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

食
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
か
」
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